


最初にも触れたが、下八木遺跡出土とされる瓦類は、

近接する満願寺廃寺出土の瓦類と類似している。ここ

では以前検討した満願寺廃寺出土の瓦類⑤と比較しつ

つ報告したい。

軒丸瓦(1)の瓦当文様は周縁に 2重の重圏文をめぐら

す複弁 4葉の蓮華文で、中房には界線で画された11+ 
4 Jの蓮子を配す。花弁内には 2つの子葉が存在し、

それぞれの子棄には花弁輪郭線とは別に、それをとり

閤む線が存在するため、あたかも重弁蓮華文かのよう

な印象を与える。瓦箔は周縁部までで、瓦当の厚みは

中薦部で4.7cl11を測る。焼成は堅織で、色調は灰黒色を

呈す。この軒丸瓦は焼成や色調、瓦箔の形状、それに

瓦当の単位文様やその構成についても基本的には満願

寺廃寺創建期の軒丸瓦A類と同じだが、相違すること

は下八木遺跡では蓮弁が 4葉であるのに対し、満願寺

廃寺では 5葉であり、中房の蓮子についても下八木遺

跡が11+ 4 Jであるのに対し、満願寺廃寺では 11+ 
6Jで、しかも中央の蓮子に圏線がめぐっているとい

うことである。以上より、下八木遺跡の軒丸瓦は満願

寺廃寺創建期の軒丸瓦A類の瓦当文様が退化したもの

といってよく、時期的には新しく見たとしても白鳳期

のうちにはおさまるものとしてよいだろう。

平瓦(2)は凸面に縦位の長大な縄目叩きを密に施すも

ので、日立面には粗い布目圧痕をそのまま残す。一枚作

りと推定され、厚みは最大で1.7cI11を測る。焼成は箆微

で灰黒色を呈す。この平瓦の諸特徴、とくに厚みが薄

いということなどは、満願寺廃寺の平瓦C類に顕著に

認められる特徴で、以前におこなった同廃寺の検討で

は第 3期に位置付けたものである。時期的にはおそら

く奈良時代でも、新ーしい段階の所産と推測される。

以上の報告により 、下八木遺跡は遺跡そのも のが実

在するとしても、満願寺廃寺とは近接した位置にあり、

出土する軒丸瓦も満願寺廃寺創建瓦の退化型式である

ことが明らかになった。そこでこれらのことを考慮し

て下八木遺跡の壇越となりうる可能性のある氏族を考

えた場合、やはりその第一の候補としては満願寺廃寺

の壇越と向じ氏族をあげるのが妥当なところであろう。

そしてその可能性のある氏族としては、以前の検討に
にしこおりのす fり

おいて錦部村主氏をあげたことがある⑤。その根拠は

満願寺魔寺が『和名抄j錦部郷の遺称地・現在の東浅

井郡びわ町の大字「錦織Jと直線距離で0.81mlと近接し

ているということ、浅井郡には 『日本三代実録J貞観

16年 6月29日条に見える 「節婦近江国浅井郡人錦村主

清常万自」や、その同族と見られる『続日本紀j延暦

6年 7月戊辰条の「浅井郡人従六位上錦日佐周興jの

居住が知られ、その郡内での本拠がこの錦部郷と推測

されることなどである。

この満願寺廃寺の壇越の可能性のある、浅井郡の錦

部氏については、その後あらたに大阪府柏原市安堂遺

跡出土資料を知ったので、ここではそれによって如上

の想定を補強しておきたい。その新資料とは昭和60年

度に実施された同遺跡の発掘調査において土坑 6と称

された遺構から、天平18年 (746)の年紀をもっ木簡や

平城田期と される多数の土器とともに出土した「益田

郷戸主錦(部)口口 [ ] Jと墨書された木簡のことで

ある@。ここに見える益田郷は杯日名抄Jの郷名で、現

在の東浅井郡びわ町の大字「益田Jを遺称地とし、満

願寺廃寺とは直線距離で約1.3km、下八木遺跡とは約

。
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図3 下八木遺跡採集の軒丸瓦 (s= 1/3) 
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田所在の
について

大岩古墳群は滋賀県東浅井郡湖北町上山田地先の小

谷LLi北麓裾部に所在する。 IJ¥谷111は戦国大名浅井氏が

居城として拠った、あの「浅井小谷山城J①のことで、

元亀 4年 (1573) 8月10日、織田{言長が義弟@浅井長

政を攻めるため f悉く i時とらせJた山田JlJは、その111

の|大づくの北Jにある九この向山間に水源を有す山

田川は、東西に狭長な谷部を西流して高時J11にそそぎ

出るが、大岩古墳群はその支流の千僧供川との合流地

にある地蔵堂のJII向かいに位置する。この古墳群はこ

れまでに知られていない遺跡であるため、ここでは所

在地名によって仮称しておきたい。

さて、その大岩古填群は従前は少なくとも 3基以上

が存在したらしいが、すでに 2基が消滅したといわれ

る。充分な分布調査をしたわけではないが、現在確認

できる確実な古墳は小規模な円墳が l基のみである。

11賂測舗によると墳丘の直径は約11.5111'"'-'約12.5111、比

高は約1.0111'""'-'約1.5111を1P!Uり、その中央部には横穴式

石室の存在を示唆する深さ約1.1111'"'-'約1.4111の、北西

に口関する落ち込みが認められる。

つぎに図示した須恵器についてであるが、これらは

すでに治滅した 2基の古墳から出土したとされ、地元

上山田の公民館にて保管される。 j不蓋 1'"'-'3の法量は

口径11. 7 cm'"'-' 11 . 8cm、器高3.7cm'"'-'4. Ocmを1fiUり、 j守二身

4は受部径11.4cm、器高4.2cmを測る。高;月二 5'"'-'8は仁i

径13.6cm'""'-' 13. 7cm、!淵[1音1)底径11.1cm'"'-'12. 6cm、脚部高

9. 3cm'"'-' 10 .1cm、器高14.1cmを測っている。これらの形

状などについて観察してみると、相対的に古相を訴す

ものと、新相を示すものとが認められる。すなわち前

者としては口縁の立ち上がり部などにシャープな印象

を与える杯身 4や長脚で 2段透かしの高杯6などがあ

げられ、後者としては脚部を上下 2段に区切る沈線は

有すものの透かしはもたない高郎?などがあげられる。

これらの須恵器はおそらく古墳の副葬品で、そうした

図| 大岩古墳群(1)と大塚古墳群(2)

場合、たとえ 1基の古墳から出土したものであったと

しても、追葬などの可能性も含めて、通常は複数の時

期の所産と考えるべきだろうが、ここではさらに発掘

資料ではないことなどを考躍して、一応惹杯の法量に

注目して、おおむねTK209型式の並行期を中心に考え

ておきたい③。

以上のわずかな手がかりから判明する大岩古;墳群の

様相については、一応、 6世紀後半から 7世紀前半頃

にかけて営まれた、横穴式石室を内部主体とする、直

佳12111前後の数基からなる円填群として概括してよい

だろう。今後はは!田川の流域に所在する「円墳10基 e

横穴式石室jといわれる大塚古墳群などゅの踏査も実

施 し て い き た い と 考 え る 。 ( 北 村 圭 弘 )
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図 2 大岩古墳群出土の須恵、器
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